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 The objective of this study is to investigate the characteristics of strong ground motions separated from Fourier 
and response spectra based on a generalize spectral inversion method applied to the observed data by K-NET, 
KiK-net, and JMA Shindokei Network in Japan. The separation method we used here is the same method proposed 
by Kawase and Matsuo (2004). We include all sources larger than MJMA4.5 observed from 1996 to 2011. Our 
results are in good agreement with results by Kawase and Matsuo (2004) about the characteristics estimated from 
Fourier spectra, but have more reliability. By using the same method, we separated the strong motion 
characteristics based on response spectra successfully. 
 
１．はじめに 
スペクトルインバージョン手法に基づいて強震

動時波形のフーリエスペクトルから強震動特性を

分離する研究が、すでに川瀬・松尾(2004)等によ

り試みられている。しかし、その応答スペクトル

から強震動特性を分離する研究はほとんどおこな

われていない。また、川瀬・松尾(2004)のデータ

は K-NET、KiK-net、気象庁震度計などの強震ネッ

トワークが運用を開始した 1996 ~ 2002 年のもの

でありそれから約 10 年以上経過しており、今回は

1996 ~ 2011 年までのデータを用いて強震動特性

の分離解析を行い、その特性についての検討をお

こなう。 
２．分離手法・データ 
地震動伝播は、震源で発生した波が深層地盤を

伝播し、その上の表層地盤において増幅され、建

物に入力されるシステムとして考えることができ

る。その考え方から、建物に入力される地震動に

対して統計的な強震動特性を抽出するため、スペ

クトルを次のようにモデル化して取り扱う((1),(2)
式)。 
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i:地震、j:観測点、k:地域、l(i):地震タイプ 
 
ここで Si は震源特性、Gj はサイト増幅特性であ

る。b は内部減衰+散乱減衰を表す減衰項である。

また、応答スペクトルの場合も(1)、(2)式を用いて、

上記３つの強震動特性の分離をおこなう。データ

は K-NET、KiK-net、気象庁震度計で観測された

MJMA > 4.5 のものを、公開されている震源情報か

らプレート間、プレート内、地殻内地震の３つに

分類した上で使用した。 
３．結果 

今回推定した強震動特性のうち、サイト増幅特

性の比較例を図１に示す。赤線がフーリエスペク

トルから、紫線が応答スペクトルから求めたサイ

ト増幅特性、黒線が川瀬・松尾(2004)のものであ

る。これらの結果は概ね一致している。他の強震

動特性については、より安定した精度良い結果が

得られた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ サイト増幅特性の比較 
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